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講演会0お知らせ

下記の日程にて生物的防除部会の請演会を開催いたします。会員の皆様のご参力8をお待ち致し

ます。

日時  平 成 16年 10月 7日 (木) 午 後3時 から

場所  宍 承農業大学 ・2号 館3階  国 際農業開発学科会議室

議演  「 外来生物新法」と輸入昆虫

演者   環 境省 環 境研究所  五 箇公一氏

なお、講演会終了後には、話演者を囲んでの懇親会を予定しています。是非ご参加ください。
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llマキ天敵の開発と普及

アリスタライフサイエンス株式会社

ノヽイ才ソリユーシヨン部 利 日哲夫

はじめに

ハマキ天敵は、日本て初めて農薬として登

録された生物農薬て茶の害虫であるチヤハマ

キこコカタモンハマキに感染する昆虫ウイブし

スを自然界から取り出し、増殖し製剤化した

ものです。これらのウイリじスは頼粒病ウイリじ

ス (Granulosis virus 略してGV)と 呼ば

れています。

コカクモンハマキ頼粒病ウイサしスについて

は、欧州てはそのDNAの シークエンスにつ

いて研究がなされていますが、チヤAマ キは

欧州にはいないので、研究|まあまりなされて

いないようで、基礎的なデータに対する日本

の欧州に対する員い目をいまだ感じさせるも

のがあります。

有効成分は、チヤハマキ類粒病ウイ)じス包

埋体こL/てl X1 011個 /mことリンゴコカク

モンハマキ類粒病ウイルス包埋体として lX

1011個 /mとです。包埋体こほ、ウイリじスを

含むタンパク質の容器と考えてください。

製剤の入れ目は、200mと と500mと があ

ります。製剤は、鹿児島県こ埼玉県で増殖し

た、それぞれの罹病幼虫を粉酔、抽出、ろ過

することによつて生産します。この際、罹病

幼虫が充分にウイルスに感染していることが

必要です。

このウイ)じスは昆虫、それも対象害虫であ

るチヤハマキ、コカクモンAマ キそのものに

しか、例外的にそれらに極めて近緑の種類の

みにしか感染せず、これが昆虫ウイルス剤の

安全性が非常に高いといわれる理由となつて

います。

現代のように、安全 ・安心な農作物が要求

される時代には、この安全性の高さが注目さ

れているわけです。安全である一方、化学農

薬のような即効性はなく、感染してから死亡

するまでに数週間がかつてしまうのですcで

すから、通常の害虫防除用ではなく、次の世

代の害虫の密度を下げるという目的て散布す

ることが多いのです。実際、秋に散布して翌

年の害虫の密度が下がつたというデータもあ

ります。

「ハマキ天敵」の開発 ,

日本では1970年 代より基礎研究が行わ

れ、 1980年 代後半および 1990年 代よ

り農林水産省の補助事業こL/て静岡県と鹿児

島県で 「ハマキ天敵」の試験が始まり、20

02年 まで続きました。すなわち、現場ての

利用という意味ではすでに20年 近い歴史の

ある剤こなつています。

1999年 にこのウイ)レスを継続すること

も一つの目的に、 (特)生 物系特定産業研究

開発機構、 (株)ア リスタライフサイエンス

および日本化薬 (株)な どにより (株)ピ ー

・シー技術開発研究所が設立され、4年 間の

研究開発の後に、2003年 に 「ハマキ天敵

」は生物農薬として登録されました。 200

3年 の使用面積は鹿児島県て約4、 500銘 、

宮崎県て500銘 こなつています。

「ハマキ天散」は日本の微生物農薬登録ガ

イドラインに沿つて開発されており、安全性
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試験では経□、経皮、経気道、静脈内投与に

よる感染性および病原性試験、ヒト細胞増養

試験などを実施した結果、いずれも安全性が

確認されました。天敵昆虫への影響もなく、

ク)じマエピヘの影響試験を実施した結果、影

響がなしヽことが確認されました。

現在は、チヤのチヤハマキこチヤノコカク

モンハマキ、およびリンゴのリンヨコカクモ

ンハマキに対し登録されています。

「ハマキ天敵」の防除効果

散布された 「ハマキ天散」により感染じ死

亡した幼虫は、死亡後は屍体の分解とこもに

ウイルスが放出され、紫外線の影響の少ない

植物体の部分に付着し、秋まで絶えず発生す

る幼虫の間で感染環を繰り返しまするしたが

つて害虫の密度が高いほど感染率が高まりま

す。

2000年 におこなつた試験事例を表1こ

2に示します。 「ハマキ天敵Jの 防除効果は、

一回散布でも化学農薬の4回 散布に遜色がな

く、経済性からみても有効な防除方法こ考え

られます。

「ハマキ天敵」の長期的に発現する効果を

利用して、ハマキ類幼虫の最終世代の幼虫期

に散布することにより、越冬世代および翌年

の第一世代、第二世代の幼虫密度を下げる方

法も検討されています。

実際、宮崎県ておこなつたチヤノコカクモ

ンハマキに対する試験 (表3)で は、通常の

散布は5月 初旬ですが、越冬世代に対し散布

したこころ、越冬世代および翌年の第一世代

にも高い感染率が観察されています。

記3  チャソコカクモツ| マヽキ電冬性にと題一世代幼域O R A華(宮H  t t  X、1 9 9 4 )

散 布 時 期 越 冬 世 代   第 一 世 代
キ

ネ 出市のヨ年E鳥堂じ怠営一世R幼9 0鑑嵐争

この方法てほ、散布適期と一番茶の摘採時

期の重なりを避けることができ、摘採と同時

期の楽斉」散布という茶に対する消費者のイメ

ージを悪くする事なく防除が可能となります。
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「ハマキ天敵」の大量生産こ製剤評価法

日本化薬株式会社 福 永克久

めには、健全虫の安定園育が必要不可欠であ

る。飼育全般に関する注意点としては、飼育

に使用する器具類のすべてについて熱処理で

きるものは熱処理し、熱処理ができない材質

のものについては次亜塩素酸ソーダの消毒液

を用いて使用前に消毒を徹底し、力どの発生

を抑えることが重要である。

飼育環境こして温度を26℃、湿度を30～60

%に 保つことにより、年F8Bを通じて安定した

飼育が可能である。

(1)卵塊配置

成熟し眼点期に達した卵塊を、人工飼料を

配置した飼育箱中に配置し蛹化に達するまで

飼育する。カピ発生防止のため飼育開始から

2～ 4日 後に卵塊の付着していたパラフイン

紙を取り除<。 チヤハマキは約 21日 、チヤ

ノコカクモンハマキは約 16日 で蛹化する。

(2)蛹採取

蛹を人工飼料の残つた飼蒼箱からピンセツ

トで採取する。採取した蛹ほ消毒処理をおこ

ない別容器に移レパラフイン紙に産卵させる。

一週間ほどで未成熟の卵塊を得ることができ

る。

(3)卵 塊採取

産卵された卵塊は、パラフイン紙ごとハサ

ミで切り取る。切り取つた卵塊|ま眼点期に達

するまで別の容器で成熟させ、次世代飼育に

用いることもに下記に記す曜病虫生産用に用

いる。眼点期に達t/た卵塊ほ冷蔵庫で3～ 4

日程度保存が可能である。上記スケジユール

でチヤハマキは5週 間、チヤノコカワモンハ

マキは4週 間の周期で飼育を繰り返すここガ

はじbrこ

「ハマキ天散」はチヤの重要害虫であるデ

ヤハマキ、チヤノコカクモンハマキを対象と

した2種の顆粒病ウイルス (チヤハマキ頼粒

病ウイリじス、リンココカクモンハマキ頼粒病

ウイブしス)を 有効成分こした混台ウイリしス製

剤であり、リンゴのリンゴコカクモンハマキ

に対しても適用拡大された生物農葉である。

類粒病ウイブレスを生産するためには、その

ウイルスが感染可能な昆虫 (宿主)に ウイル

スを接種し、ウイ)しス濃度が高くなつた時点

で罹病幼虫からウイ)じスを取り出す工程が必

要である。チャハマキ鞭粒病ウイブレスはチヤ

ハマキにのみ感染するためチヤハマキを用い

てウイルス生産をおこない、リンゴコカクモ

ンハマキ顆粒病ウイブしスはチヤノコカクモン

ハマキ、|リンゴコカクモンハマキおよびウス

コカクモンハマキで感染が認められているが、

ウイ」bス生産ほチヤの重要害虫であるチヤノ

コカクモンハマキを用いておこなう。

各頼粒病ウイルスを生産するためには、罹

病虫生産に用いる卵塊の供給源としての健全

虫飼育こウイルス生産本来の程病虫飼育の2

系列が必要である。更に、上述のように 「ハ

マキ天敵」|ま2種のウイブしス混合剤であるた

め計4系 列の昆虫飼育が必要である。また、

製剤の評価法こして4種 の検定法を比較検討

した。以下に、 「ハマキ天敵」の生産法およ

び評価法の概略について説明する。

「ハマキ天敵」の生産方法

「ハマキ天敵」に必要なウイ)しス生産のた
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できる。

(4)罹病虫生産および 「ハマキ天敵」製造

ウイルス接種には各種方法があるが、大量

生産を考慮t/た場合には、容易に大量処理を

おこなえる卵塊接種法が用いられる。卵塊接

種法こほ、卵塊を適度な濃度のウイルス懸濁

液中に浸漬させる方法て、その後は健全虫こ

同様に作業をおこない程病虫を得るものであ

る。チヤハマキ類粒病ウイルスの場合は約 2

1日の飼育後、リンココカクモンハマキ顆粒

病ウイルスの場合は約 18日 の飼育後、外部

病徴が明瞭になつた老齢幼虫を回収する。得

られた罹病虫は麻砕後、爽雑物を取り除き、

必要な各ウイ)しス濃度となるよう混合 ‐調整

することにより 「ハマキ天敵」を製造する。

「ハマキ天敵」の評価法

校定精度を上げるには、ウイルスを混刺じ

た各?の 頼粒病ウイブしスに対t/て令が進むに

つれて感受性が低下するため、孵化幼虫また

は卵塊を用いて評価方法を校討した。比較検

討した評価方法は、小滴飲下法、卵塊浸漬法

、飼料混入法および葉片浸漬法の4種 である。

処理後、チヤハマキ頼粒病ウイルスの場合は

約 21日 、リンゴコカクモンハマキ類粒病ウ

イリじスの場合は16～ 18日 程度飼育じ罷病

幼虫率を求め、校定感度 (必要なウイルス濃

度)、 検定精度 (試験におけるフレ)を 算出

するとともに作業性を含め、総合的に評価法

を判定した。

(1)小滴飲下法

飲下確認のための食紅を含むウイルス液を

幼虫に飲下させる。ウイルス液を飲下した幼

虫こそうでない幼虫は食紅の色の有無て容易

に区別することができる。脹管が食紅の色を

呈した幼虫を採取じlEl刷飼育する。

処理法はやや熟練を必要とするが、信頼性

が比較的高く、使用する液量が極めて少なく

てすむ。処理が終われば餌の交換はイヽ安てあ

る。個別飼育をおこなうため調査時のlEl体の

生存率が、他の検定法と比べて高い。

(2)卵塊浸漬法

卵塊をウイルス懸濁液に浸漬し、その後卵

塊を集団飼育する。接種源こなるウイルスは

卵塊の表面に付着した数に限定され、検定感

度は低くなる。処理は簡単だが、卵塊をその

まま集団飼蒼に使うため、調査が面倒になる。

接種方法こL/てほ最も簡便なため、前述の罹

病虫の大量牛産のためには適している。

(3)飼料混入法

人工飼料にウイルスを添力Bじ良く混和させ

る。この飼料で一定期間幼虫を飼育し、以後

ウイルスフリーの人正g。」料で飼育を継続する。

チヤハマキ、チヤノコカクモンハマキとも

人正飼料を与える期間を短くする必要がある。

したがつて途中で人工飼料の交換をおこなう

作業が必要となる。信頼性が比較的高いが、

人王飼料中でウイ)しスを均―に混和させる必

要がある。

(4)葉片浸漬法

チヤ葉をウイルス液に浸漬させ、ウイリじス

の付着したチヤ葉て一定期間幼虫を飼育する。

以後、ウイルスフリーの人工飼料で飼育を継

続する。試験時のウイルス濃度が最も低く校

定感度が最も高いが、試験のフレが大きく検

定精度は、逆に低い。途中で、チヤ葉から人

工飼料に交換する作業が必要となる。4種の

校定方法の中では、最も実用場面に近いので

新製剤検討などに適している。

上記4種の検定方法から 「ハマキ天敵」の

評価方法を決定するにあたり、検定感度と校

定精度、作業性を考慮して、小滴飲下法を採

用した。小滴飲下法による 「ハマキ天敵」製

剤の評価法の手順を述べる。
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(1)基 準とする精製ウイルスの包埋体数を計   お わりに

測し、小滴飲下法による程病幼虫率を求め、    「 ハマキ天敵」の有効成分である頴粒病ウ

プロビツト法により半数曜病幼虫率 (EC50   イ ルスは、宿主生物がごく限定された昆虫の

値)を 算出する。                み であり、天敵毘虫などの他生物に影響を与

(2)測定すべき製剤について、同様にして小   え ないなど、環境に与える員荷は極めて小さ

滴紫下法1軍よりEC50値 を求め、精製ウイル   <安 全性が非常に高いことを意味する。

スのEC50値 と比較t/、比率を求める。      高 い防除効果こともに、こうしたメリツト

(3)精製ウイルスの包埋体数をもこに0で    に より今後、この剤の発展が大いに期待され

得た比率から製剤中のウイ)じス数を算出する。  て いる。

生物的防除部会第10回総会報告
平成 16年 5月 27日 に、国際農業学科会議室にて第 10回 総会が開かれた。主要な決議事項について報告する。
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2.平 成 15年 度会計報告                   3.平 成 16年 度予算

収入の部                           収 入の部
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支出の部                           支 出の部
項 目   薄 師F  者 触算  意 顔  偏    者        項  目   林 師「  静 紙語  編    者

富ぎ増鱗捨識よ
2期
戦雛  曇譜地柵地棚籍嬰通信賓  1氏 Ooo  15,000 講 期鍛韻

屋ン
費
鵡鱗1録欝士卓繋評諭   ン

ギ1斡鱗鍵欝轟嬰識雑費       ■ 000     231   △ 4,765                     雑 賛       51000    最 000
予橋費  m,043    0 △ 岡,o増            予 備費  12生 782  50.0相

吾+      515,043  383.928   △131.115 計     637,782  515,043

発行 東 京農業大学総合研究所

生物的防除報会 (代表 平岡行夫)
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